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雨
森
芳
洲
の
思
想
の
重
層
性

　
　
　
　
―
伏
流
水
と
し
て
の
禅
―

信

原
　

修

は
じ
め
に

　
　

書
不
尽
言
、
言
不
尽
意
。（『
易
経
』
繋
辞
上
）

　

書
は
そ
こ
に
選
ば
れ
た
句こ
と
ばの
も
つ
精こ
こ
ろ神
と
、
そ
の
精こ
こ
ろ神
を
書
と
い

う
表
現
手
段
に
凝
縮
し
た
選
択
者
の
筆
致
が
す
べ
て
を
物
語
る
。
書

は
人
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
の
内
面
ま
で
も
映
し
出
す
。
従
っ
て
鑑

賞
者
は
そ
の
前
に
立
ち
止
ま
っ
て
、
真
正
面
か
ら
そ
の
精こ

こ
ろ神
と
自
ら

の
心
で
直
か
に
向
き
合
う
以
外
に
な
い
。
こ
と
ば
に
よ
る
詮
議
立
て

は
本
来
無
益
で
あ
り
、
何
よ
り
も
無
力
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
れ
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵

の
雨
森
芳
洲
の
一
幅
の
書
に
記
さ
れ
た
禅
句
の
典
拠
と
、
こ
の
句
の

も
つ
意
義
を
検
討
し
た
の
ち
、
句
の
意
義
に
沿
い
つ
つ
芳
洲
の
思
想

の
深
ま
り
に
つ
い
て
、
聊
か
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

一　

大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
芳
洲
の
書
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大
阪
歴
史
博
物
館
の
辛
基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
、
対
馬
藩

藩
儒
・
雨
森
芳
洲
が
三
九
歳
の
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
六
月
に
揮

毫
し
た
、
以
下
の
一
幅
の
書
が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
第
一
回
特
別
展

「
朝
鮮
通
信
使
と
民
画
屏
風---

辛
基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」（
平

成
一
三
年
一
一
月
三
日
～
一
二
月
一
七
日
）
に
於
い
て
「
雨
森
芳
洲

詩
書
七
言
句
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、

　

雨
森
芳
洲
（
一
六
六
八
～
一
七
五
五
）
は
、
木
下
順
庵
の
も

と
で
儒
学
を
学
び
、
の
ち
対
馬
藩
に
仕
え
て
朝
鮮
と
の
外
交
に

尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
資
料
の
書
か
れ
た
宝
永
三
年
は
、

芳
洲
が
釜
山
の
倭
館
に
お
い
て
朝
鮮
語
を
習
得
し
、
外
交
交
渉

の
担
い
手
と
し
て
本
格
的
な
活
動
を
は
じ
め
た
時
期
に
当
た
っ

て
い
る
。

と
の
説
明
文
が
付
さ
れ
て
い
る（

１
）。

　

し
か
し
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
と
説
明
文
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
書

に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
に
等
し
い
。
第
一
、こ
の
詩
句
は
、

タ
イ
ト
ル
通
り
、
芳
洲
の
自
作
に
よ
る
も
の
な
の
か
否
か
、
ま
た
そ

の
意
味
は
何
か
、
を
ま
っ
た
く
語
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
も
芳
洲
が
「
学
文
稽
古
」
の
た
め
朝
鮮
表
（
倭
館
）
に
最
初

に
遣
わ
さ
れ
た
の
は
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
九
月
～
翌
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）
一
一
月
（
約
一
年
二
ヶ
月
）
の
こ
と
で
あ
り
、
二

度
目
の
朝
鮮
語
修
業
に
倭
館
に
赴
く
の
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）

四
月
～
一
一
月（
約
七
ヶ
月
）に
か
け
て
で
あ
る
。
翌
宝
永
三
年（
一

七
〇
六
）
は
湯
治
の
た
め
に
有
馬
に
出
か
け
て
お
り
（
一
〇
月
～
翌

宝
永
四
年
二
月
）、
こ
の
時
期
は
、
朝
鮮
語
の
学
習
に
関
し
て
は
晩

学
の
芳
洲
に
と
っ
て
、ま
さ
に
「
命
を
五
年
縮
候
」
ほ
ど
の
覚
悟
で
、

毎
日
倭
館
か
ら
坂
ノ
下
（
の
誠
信
堂
）
に
通
い
、
当
時
ソ
ウ
ル
か
ら

赴
任
し
て
い
た
倭
学
訳
官
と
思
わ
れ
る
呉
イ
ン
ギ
（
引
儀
ヵ
）
と
い

う
人
物
の
も
と
で
、
朝
鮮
語
と
死
に
も
の
狂
い
の
格
闘
を
し
て
い
た

時
期
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
芳
洲
と
い
え
ど
も
「
外
交
交
渉
の
担

い
手
と
し
て
本
格
的
な
活
動
」
を
始
め
る
に
は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
時
期

で
あ
っ
た（

２
）。

　

一
方
、
こ
の
書
は
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
一
〇
月
一
七
・
一

八
両
日
開
催
さ
れ
た
「
第
十
六
回
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
町
全
国
交

流
会
高
月
大
会
」
特
別
展
で
も
展
示
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は

　

鎌
倉
時
代
末
期
の
臨
済
宗
の
僧
で
、
京
都
大
徳
寺
の
開
山
、

宗
峰
妙
超
（
大
燈
国
師
）
の
言
葉
を
書
し
た
も
の
。

　

若
き
日
の
芳
洲
が
、
儒
学
の
み
な
ら
ず
、
禅
の
思
想
に
も
傾

注
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
、
興
味
深
い
資
料
と
い
え
よ
う
。

と
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る（

３
）。
し
か
し
、
こ
の
説
明
文
も
後
段
は
と

も
か
く
、
前
段
も
ま
た
残
念
な
が
ら
不
正
確
で
あ
る
。
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二　

書
の
典
拠

　

前
述
の
通
り
、
書
は
そ
れ
自
体
が
す
べ
て
を
物
語
る
。
従
っ
て
、

言
葉
に
よ
る
学
問
的
詮
索
な
ど
本
来
無
用
と
思
わ
れ
る
が
、
芳
洲
の

思
想
の
重
層
性
を
理
解
す
る
一
助
に
も
と
、
先
ず
は
こ
の
書
の
周
辺

の
事
実
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
こ
の
「
禅
語
」
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見

の
限
り
で
は
、
こ
の
峻
厳
な
「
雨
森
芳
洲
詩
書
七
言
句
」
は
、
日
本

の
臨
済
宗
に
お
け
る
二
つ
の
重
要
な
古
典
籍
、『
虚
堂
録
』
と
『
槐

安
国
語
』
の
中
に
そ
の
典
拠
が
求
め
ら
れ
る
。

　

前
者
は
、
日
本
の
臨
済
宗
の
伝
統
の
中
で
特
に
重
ん
じ
ら
れ
て
き

た
七
部
録
（『
碧
巌
録
』・『
臨
済
録
』・『
虚
堂
録
』・『
大
慧
書
』・『
五

家
正
宗
贊
』・『
禅
儀
外
文
集
』・『
江
湖
風
月
集
』
の
七
部
の
禅
典
籍
）

の
一
つ
で
、
中
国
・
南
宋
末
の
禅
匠
、
虚き

堂ど
う

智
愚
（
一
一
八
五
～
一

二
六
九
）
一
代
の
語
録
を
、
門
人
の
妙
源
ら
が
一
二
六
九
年
（
中
国

・
咸
淳
五
年
、
日
本
・
文
永
六
年
）
に
編
纂
、
福
州
鼓
山
で
刊
行
し

た
も
の
。
虚
堂
在
世
中
に
編
集
さ
れ
た
前
録
七
巻
と
、
没
後
補
遺
さ

れ
た
続
輯
三
巻
の
後
録
と
か
ら
成
る
。

　

芳
洲
の
壮
年
の
心
意
気
を
示
す
と
も
い
う
べ
き
先
述
の
芳
洲
書
の

一
句
は
、実
は
こ
の
後
録
の
巻
之
九
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
虚
堂
録
』
は
、
発
刊
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
日
本
に
も
将
来
さ
れ
、
日
本
で
は
さ
ら
に
宋
版
に
漏
れ
た
作
品
と

「
行
状
」
を
合
わ
せ
て
復
刻
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
中
世
以
来
日
本
の

臨
済
宗
の
中
で
広
く
読
み
継
が
れ
て
き
た
が
、
そ
の
最
大
の
理
由
の

一
つ
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）、
後
宇
多
法
皇
か
ら
日
本
で
最

初
の
国
師
号
を
賜
わ
っ
た
、
円
通
大
応
国
師
・
南な

ん
ぽ
し
ょ
う
み
ょ
う

浦
紹
明
（
一
二
三

五
～
一
三
〇
八
、
駿
河
の
人
）
が
、
こ
の
虚
堂
智
愚
の
法は

っ

嗣す

（
師
の

法
を
嗣
い
だ
弟
子
）
に
当
た
る
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

　

南な
ん
ぽ
し
ょ
う
み
ょ
う

浦
紹
明
は
鎌
倉
建
長
寺
の
蘭
渓
道
隆
に
参
じ
た
の
ち
、
正
元
元

年
（
一
二
五
九
）
入
宋
、虚
堂
智
愚
の
も
と
に
参
じ
て
大
悟
徹
底
し
、

そ
の
印
可
（
禅
門
の
師
家
が
修
行
者
（
雲
水
）
の
境
地
を
点
検
し
て
、

そ
の
悟
境
が
円
熟
し
た
と
認
可
し
た
と
き
に
授
け
ら
れ
る
証
明
）
を

受
け
た
。
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
に
帰
国
後
は
、興
得
寺
（
福
岡
）、

崇
福
寺
（
太
宰
府
）
な
ど
に
歴
住
、さ
ら
に
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）

に
は
詔
を
受
け
て
京
に
上
っ
て
万
寿
寺
に
住
し
、ま
た
徳
治
二
年（
一

三
〇
七
）
に
は
鎌
倉
に
下
り
、
の
ち
北
条
貞
時
の
請
い
を
入
れ
て
建

長
寺
に
住
す
る
な
ど
し
て
、
彼
の
門
下
か
ら
は
の
ち
の
京
都
紫
野
竜

宝
山
大
徳
寺
開
山
、
興
禅
大
灯
国
師
・
宗

そ
う
ほ
う
み
ょ
う
ち
ょ
う

峰
妙
超
（
一
二
八
二
～
一

三
三
七
。
播
磨
の
人
。
国
師
号
は
花
園
上
皇
よ
り
賜
わ
っ
た
も
の
）

を
始
め
、
多
く
の
優
れ
た
法
嗣
が
輩
出
、
こ
の
大
応
門
派
の
法
系
は
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
の
臨
済
宗
各
派
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
て
い
る
。

　

他
方
、
後
者
の
『
槐
安
国
語
』
は
、
江
戸
中
期
の
臨
済
宗
中
興
の
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祖
と
目
さ
れ
て
い
る
大
禅
匠
、白
隠
慧え

鶴か
く

（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
。

駿
河
の
人
。
白
隠
は
号
。
別
に
鵠こ

う

林り
ん

と
も
。
慧
鶴
は
諱い
み
な。
三
島
竜
沢

寺
等
の
開
創
者
）
が
著
わ
し
た
も
の
で
、
七
巻
か
ら
成
り
、
寛
延
三

年
（
一
七
五
〇
）
の
刊
。
前
述
の
興
禅
大
灯
国
師
・
宗
峰
妙
超
の
語

録
に
、
白
隠
が
評
唱
と
著じ

ゃ
く
ご語
（
自
ら
の
見け
ん

解げ

を
披
瀝
し
た
短
評
。
禅

禄
の
本
則
や
頌じ

ゅ

な
ど
の
句
の
下
に
付
す
。
簡
潔
化
さ
れ
た
評
唱
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
）
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
芳
洲
書
の
問
題
の
一
句
は
、
そ
の
巻
五
、
第
十
一
則
「
仰

聖
問
答
」
中
の
大
灯
国
師
の
本
則
に
付
け
ら
れ
た
白
隠
の
著
語
の
中

に
、
同
様
に
見
出
さ
れ
る
。
因
み
に
、
大
灯
国
師
・
宗
峰
妙
超
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
嗣
法
上
、
虚
堂
智
愚
の
孫
弟
子
に
当
た
る
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
大
灯
国
師
の
語
録
に
、
白
隠
が
わ
ざ
わ
ざ

『
虚
堂
録
』
の
中
か
ら
こ
の
一
句
を
借
用
し
て
自
ら
の
著
語
と
し
た

こ
と
は
、
極
め
て
禅
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

４
）。

　

と
こ
ろ
で
、白
隠
は
芳
洲
よ
り
一
七
歳
も
年
下
で
あ
り
、ま
た
『
槐

安
国
語
』
の
刊
行
年
が
芳
洲
の
揮
毫
年
（
宝
永
三
年
、
一
七
〇
六
）

よ
り
も
四
四
年
も
後
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の

一
句
を
芳
洲
が
直
接
白
隠
の
著
語
の
中
か
ら
得
て
揮
毫
し
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
芳
洲
の
こ
の
書
は
、
前

述
の
よ
う
に
、『
虚
堂
録
』
巻
之
九
か
ら
直
接
得
ら
れ
た
も
の
と
考

え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る（

５
）。

三　

芳
洲
の
書
の
真
実

　
　

「
雪
後
始
知
松
柏
操　

事
難
方
見
丈
夫
心

�

宝
永
三
年
戌
六
月　
　

芳
洲
」

　

【
大
意
】

　
　

「
雪
後
始
め
て
知
る
松し
ょ
う
は
く柏の
操
み
さ
お

�

事こ
と
か
た難
う
し
て
方ま
さ

に
見あ
ら
わる
丈じ
ょ
う
ぶ夫
の
心し
ん

」

（
松
や
柏か
し
わの
緑
は
、
大
寒
の
霜
や
雪
に
も
耐
え
て
、
な
お
自
然

に
現
わ
れ
出
て
く
る
よ
う
に
、
人
の
真
価
も
ま
た
、
人
生
の
苦

難
に
遭
っ
て
初
め
て
分
か
る
と
い
う
も
の
だ
。）

　

い
ま
こ
の
書
の
前
に
立
ち
止
ま
り
、
改
め
て
こ
の
書
と
向
き
合
う

と
き
、
こ
れ
は
単
な
る
「
詩
書
七
言
句
」
と
い
っ
た
生
易
し
い
も
の

で
は
な
く
、
三
九
歳
（
満
三
八
歳
）
の
芳
洲
の
烈
々
た
る
決
意
表
明

で
あ
り
、
彼
の
そ
の
気
迫
に
、
現
代
人
の
一
人
と
し
て
、
し
ば
し
襟

を
正
し
め
ら
れ
る
よ
う
な
厳
粛
な
思
い
に
打
た
れ
る
。
し
か
も
『
虚

堂
録
』
と
い
う
、
日
本
の
臨
済
宗
の
伝
統
の
中
で
も
中
世
に
広
く
珍

重
愛
読
さ
れ
た
こ
の
一
書
に
、
芳
洲
も
ま
た
惹
か
れ
て
い
た
事
実
に

驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
知
行
合
一
」
の
生
涯
を
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生
き
た
芳
洲
が
そ
こ
に
露
堂
々
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
芳
洲
は
、
彼
の
晩
年
の
漢
文
に
よ
る
随
筆

集
『
橘
牕
茶
話
』（
一
七
四
七
）
の
な
か
で
、「
口
耳
之
学
」
の
無
意

味
さ
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
已や

ま
な
か
っ
た
。

天
下
の
道
を
言
ふ
者
、
之こ
れ

を
口
に
発
し
て
之こ
れ

を
弟
子
の
耳
に
入

る
。
弟
子
之こ

れ

を
耳
に
得
て
、ま
た
之こ
れ

を
そ
の
弟
子
の
耳
に
入
る
。

口
耳
相
伝
へ
て
心
与あ

ず
かる
こ
と
な
し
。
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
故
に

曰
く
、
之こ

れ

を
教
ふ
る
に
言
を
以
て
す
る
は
、
之こ
れ

を
教
ふ
る
に
身

を
以
て
す
る
に
如し

か
ず
。

�

（
原
文
漢
文（
６
））

　

こ
う
し
た
見
解
は
、
芳
洲
も
触
れ
て
い
る
通
り
、
彼
の
独
創
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
古
く
は
『
荀
子
』
勧
学
篇
に
も
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
荀
子
は
こ
れ
を
「
小
人
之
学
」
と
よ
び
、「
口
耳
の
間
、

則す
な
わち
四
寸
の
み
。
曷な
ん

ぞ
以も
っ

て
七
尺
の
躯み

を
美び

に
す
る
に
足た

ら
ん
や
。」

（
原
文
漢
文
）
と
述
べ
て
、
昔
の
人
は
自
分
を
磨
く
た
め
に
学
問
を

し
た
も
の
だ
が
、い
ま
の
人
の
学
問
は
他
人
に
ひ
け
ら
か
す
た
め
で
、

学
問
を
衒
っ
て
い
る
と
、
孔
子
と
同
様
、
嘆
い
て
い
る（

７
）。

　

い
ま
、
改
め
て
芳
洲
の
全
生
涯
を
顧
み
る
と
き
、
同
時
に
こ
れ
は

紛
れ
も
な
く
彼
の
実
感
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

し
か
も
、
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
芳
洲
の
対
馬
藩
出
仕
に
当

た
っ
て
、
彼
が
僧
形
か
ら
還
俗
を
と
げ
て
の
ち
一
七
年
を
経
て
、
な

お
こ
の
書
の
典
拠
を
禅
の
語
録
に
求
め
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る（
８
）。
こ
の
こ
と
は
、
生
涯
を
対
馬
藩
の
家
業
人
と
し
て
生
き
た
儒
学

者
・
芳
洲
の
精
神
の
深
層
に
、
禅
が
な
お
厳
然
と
し
て
伏
流
水
の
よ

う
に
流
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、き
わ
め
て
興
味
深
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
筆
太
で
力
強
く
、
若
々
し
く
雄
渾
な
芳
洲
の

こ
の
筆
致
は
、こ
う
し
た
彼
の
思
想
の
重
層
性
を
物
語
る
と
と
も
に
、

中
国
学
か
ら
朝
鮮
学
の
開
拓---

朝
鮮
語
研
鑽
と
、
朝
鮮
の
歴
史
と

民
族
性
の
探
求---

へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
の
彼

の
確
固
た
る
決
意
表
明
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
大
雪
を
被
る
こ

と
を
覚
悟
し
た
芳
洲
の
心
意
気
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
向

こ
う
じ
ょ
う上

底て
い

（
把は
じ
ゅ
う住
）
に
徹
し
よ
う
と
す
る
芳
洲
の
不
動
心
の
発
露
だ
。

四　

句
の
意
義
と
禅
の
こ
こ
ろ

　

と
こ
ろ
で
芳
洲
の
書
し
た
こ
の
句
は
、
上
述
の
語
録
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
禅
匠
方
の
虎
の
尾
を
踏
む
思
い
で
、新し

ん

到と

（
新
参
の
雲
水
）

に
も
足
り
な
い
筆
者
の
拙
い
考
察
を
、
以
下
に
僅
か
に
試
み
る
こ
と

に
す
る
。
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（
一
）『
虚
堂
和
尚
語
録
』（
虚
堂
録（
９
））

　

ま
ず
『
虚
堂
和
尚
語
録
』（
虚
堂
録
）
巻
之
九
に
お
い
て
、学
人
（
雲

水
）
た
ち
の
夏げ

（
安あ
ん

居ご

の
期
間
。
雨
期
（
雨
安
居
）
と
冬
期
（
雪
安

居
）
の
各
九
〇
日
間
は
、
雲
水
た
ち
は
托
鉢
行
脚
に
出
な
い
で
、
専

ら
堂
内
で
座
禅
修
行
に
専
念
す
る
）
中
の
工
夫
を
励
ま
す
次
の
よ
う

な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

師
乃
云　

霊
峰
勝
境　

神
龍
変
化　

出
没
難
測
其
由　

物
外
高

人　

不
憚
崇
岡
峻
嶺　

望
風
而
至　

不
為
崑
山
採
玉
赤
水
求
珠

直
教
刺
脳
入
膠
盆　

正
好
将
身
挨
白
刃　

時
臨
夏
制
意
在
護
生

性
地
絶
塵　

無
生
可
護　

且
九
十
日
内　

精
修
梵
行　

成
就
慧

身　

一
句
作
麽
生　

卓
主
丈　

雪
後
始
知
松
柏
操　

事
難
方
見

丈
夫
心

�

（
註
：
傍
線
筆
者
。
区
切
れ
は
私
見
に
よ
る
）

　

い
ま
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
所
蔵
の
龍
華
院
蔵
に
な
る
無

著
道
忠
撰
『
虚
堂
録
犁
耕
』
下
冊
（
禅
文
化
研
究
所
編
集
発
行
、
一

九
九
〇
）
巻
第
二
十
六
を
た
よ
り
と
し
て
、
そ
の
大
意
を
試
み
れ
ば

次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

【
大
意
】
師
（
虚
堂
）
は
申
さ
れ
た
。
こ
こ
径き
ん

山ざ
ん

（
浙
江
省
杭
州
府

余
杭
県
。
山
麓
の
万
寿
寺
（
中
国
五
山
の
一
）
は
虚
堂
の
歴
住
し
た
諸

刹
の
一
つ
）
は
五
峰
が
互
い
に
抱
き
合
い
、
神
龍
変へ
ん

化げ

が
出
没

す
る
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
の
霊
勝
の
地
。
噂
を
聞
い
て
（
望
風
）

学
人
（
物
外
高
人
。
雲
水
）
ど
も
が
、
険
峻
を
物
と
も
せ
ず
法

（dharm
a

、
真
理
、
道
）
を
求
め
て
、
全
国
か
ら
わ
し
の
も
と

に
大
勢
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
わ
し
の
や
り
方
は
、
お
前
た

ち
を
、
外
に
法
を
求
め
る
よ
う
な
頭
で
っ
か
ち
の
人
間
に
す
る

こ
と
で
は
な
い
。
昔
、
崑
崙
山
の
美
玉
や
、
赤
水
（
南
方
に
あ

る
想
像
上
の
川
）
に
黄
帝
（
太
古
の
伝
説
上
の
皇
帝
）
が
忘
れ
た
玄

珠
（
い
ず
れ
も
法
・
真
理
。『
荘
子
』
の
中
で
は
道
の
比
喩
）
を
象
し
ょ
う
も
う罔

（
無
心
の
擬
人
化
）に
や
っ
と
探
し
当
て
さ
せ
た
と
い
っ
た
話（『
荘

子
』
外
篇
、
天
地
第
十
二
）
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
好
対
照
だ
。

逆
に
、
お
前
た
ち
の
頭
を
逆
さ
ま
に
し
て
直じ

か
に
硬
い
膠
の
器

の
中
に
突
っ
込
み
、
苦
し
い
実
地
の
修
行
体
験
（
向
上
奇
特
の

商
量
で
は
な
く
、向こ
う

下げ

実
地
の
工
夫
）を
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
。

さ
あ
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
（
将
身
）
こ
の
法ほ
っ

戦せ
ん

（
挨
白
刃
。
弟

子
が
師
匠
の
方
丈
（
居
室
）
に
入
室
し
、
与
え
ら
れ
た
公
案
に
対
す
る

自
己
の
見け
ん

処じ
ょ

（
見
解
）
を
披
瀝
し
て
、
師
匠
と
一
対
一
で
丁
々
発
止
商

量
問
答
を
戦
わ
せ
る
こ
と
。
独
参
）
に
真
剣
勝
負
で
挑
ん
で
く
る

が
よ
い
。
い
ま
や
、夏げ

（
安
居
の
期
間
）
も
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

お
前
た
ち
が
生
来
有も

っ
て
い
る
、
塵
（
煩
悩
）
の
掛
か
り
よ
う

も
な
い
人に

ん

々に
ん

本ほ
ん

具ぐ

の
仏ぶ
っ
し
ょ
う性と
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
の
だ
。

　

ひ
と
ま
ず
、
こ
の
一
夏げ

九
〇
日
を
修
行
三
昧
、
悟
り
を
他
に



― 54 ―

求
め
ず
、
一
切
の
法
（dharm

a

、
真
理
、
道
）
は
即
心
自
性
（
こ

の
心
が
そ
の
ま
ま
煩
悩
の
掛
か
り
よ
う
も
な
い
清
浄
心
）
と
心
得
て
、

己
れ
の
身
に
体
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
人に

ん

々に
ん

（
お
前
た
ち
一
人

一
人
）
が
そ
の
即
心
自
性
に
「
成
っ
た
」
と
こ
ろ
（
慧え

身し
ん

）
を

一
句
に
表
わ
し
て
こ
い
。

　

そ
れ
か
ら
師
は
、
や
お
ら
拄し

ゅ
じ
ょ
う杖（

上
堂
し
て
法
を
説
く
と
き
用

い
る
杖
。
主
丈
と
も
）
を
立
て
て
さ
ら
に
説
き
継
が
れ
た
。

「
雪
後
始
め
て
知
る
松し

ょ
う
は
く柏
の
操み
さ
お　

事こ
と

難か
た

う
し
て
方ま
さ

に
見あ
ら
わ
る

丈じ
ょ
う
ぶ夫
の
心し
ん

」

と
。

　

芳
洲
三
九
歳
の
凛
と
し
た
上
記
の
書
は
、
ま
さ
に
こ
の
心
意
気
を

体
現
し
た
も
の
に
他
な
る
ま
い
。
そ
こ
に
は
当
時
対
馬
藩
が
置
か
れ

て
い
た
地
政
学
的
な
厳
し
い
現
実
に
対
す
る
芳
洲
の
開
眼
が
あ
る
。

芳
洲
が
藩
儒
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
対
馬
藩
は
、
行
政
的
に

は
江
戸
の
幕
藩
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
な
が
ら
、
他
方
、

経
済
的
に
は
隣
国
朝
鮮
と
の
交
易
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
っ

た
内
政
と
外
交
の
狭
間
の
な
か
で
、
危
う
い
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
巧
み
に
使
い
分
け
な
が
ら
、
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
生
き
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
柳
川
一
件
（
一
六
三
五
、

寛
永
一
二
年
）
に
代
表
さ
れ
る
国
書
の
改
竄
事
件
は
、
そ
の
氷
山
の

一
角
に
過
ぎ
な
い
。

　

芳
洲
が
前
述
の
書
を
し
た
た
め
た
時
期
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
上

に
、
そ
れ
ま
で
の
木
門
下
（
木
下
順
庵
門
下
）
で
の
い
わ
ば
中
国
学

か
ら
朝
鮮
学
へ
と
彼
が
大
き
く
舵
を
切
っ
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
　

（
二
）『
槐
安
国
語（

（（
（

』

　

こ
の
「
雪
後
始
知
松
柏
操　

事
難
方
見
丈
夫
心
」
の
一
句
は
、
前

述
の
よ
う
に
、『
槐
安
国
語
』
中
の
白
隠
の
著
語
の
中
に
も
現
わ
れ

て
い
て
、
上
記
の
芳
洲
三
九
歳
の
確
固
と
し
た
覚
悟
と
、
後
述
の
彼

の
晩
年
に
お
け
る
悠
然
と
し
た
境
地
の
深
ま
り
を
探
る
上
で
、
き
わ

め
て
興
味
深
い
。
以
下
に
『
槐
安
国
語
』
の
テ
キ
ス
ト
を
示
し
て
、

そ
の
手
掛
か
り
と
し
た
い
。

　

『
槐
安
国
語
』
第
十
一
則　

仰
聖
問
答
中
の
大
燈
国
師
に
よ
る
本

則
と
、
そ
の
各
語
句
末
に
置
か
れ
た
白
隠
の
著
語
（
１
ポ
イ
ン
ト
落

と
し
て
〔　

〕
中
に
示
す
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
本
則
】
挙　

仰
山
問
三
聖　

汝
名
什
麽　
〔
獅
子
嚬
呻
〕　

聖

云　

慧
寂　
〔
象
王
回
顧
〕　

山
曰　

慧
寂
是
我　
〔
落
花
有
意　

随
流
水　

流
水
無
情　

恋
落
花
〕　

聖
云　

我
名
慧
然　
〔
雪
後

始
知
松
柏
操　

事
難
方
見
丈
夫
心
〕　

仰
山
呵
呵
大
笑　
〔
一
似
岩

頭
笑　

也
非
岩
頭
笑　

一
等
是
笑　

為
什
麽　

却
為
両
段
〕　

師
著

語
云　

什
麽
処
去
也　
〔
可
貴
可
恐　

曹
渓
波
浪
若
相
似　

無
限

平
人
被
陸
沈
〕（
傍
線
筆
者（

（（
（

）
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挙こ

す
。
仰き
ょ
う
ざ
ん山、
三さ
ん
し
ょ
う聖に
問
う
。
汝な
ん
じ、
名
は
什な

麽ん

ぞ
。〔
獅
子
嚬ひ
ん

呻し
ん

す
〕　

聖
し
ょ
う

云
く
、
慧え
じ
ゃ
く寂
。〔
象
王
回
顧
す
〕　

山
曰
く
、
慧
寂
は

是
れ
我
れ
。〔
落
花
意
有
り
て
、
流
水
に
随
う
。
流
水
情
無
う
し
て
、

落
花
を
恋
う
〕　

聖
云
く
、
我
が
名
は
慧え

然ね
ん

。〔
雪
後
始
め
て
知
る

松し
ょ
う
は
く

柏
の
操み

さ
お、

事こ
と

難か
た

う
し
て
方ま

さ

に
見あ

ら
わる

丈じ
ょ
う
ぶ夫

の
心し

ん

〕　

仰
山
、
呵
呵
大

笑
す
。〔
一ひ
と
えに
岩
頭
の
笑
み
に
似
て
、
也ま

た
岩
頭
の
笑
み
に
非
ず
。
一

等
に
是
れ
笑
う
。
什な

麽ん

と
為し

て
か　

却
っ
て
両
段
と
為な

る
〕　

師

著じ
ゃ
く
ご語
し
て
云
く
、
什い
ず
れ麽
の
処
に
か
去
る
也　
〔
貴
ぶ
可
し
、
恐

る
可
し
。
曹
渓
の
波
浪
若も

し
相
似
ら
ば
、
限
り
無
く
平
人
陸
沈
せ
ら
れ

ん
〕

　

こ
れ
は
臨
済
宗
の
祖
・
臨
済
義
玄
門
下
の
高
弟
で
、
の
ち
『
臨
済

録
』
の
編
者
に
も
な
っ
た
三さ

ん
し
ょ
う
え
ね
ん

聖
慧
然
（
生
没
年
不
詳
。
唐
代
の
禅
匠
）

が
、
師
匠
の
臨
済
か
ら
印
可
（
禅
門
の
修
行
者
（
雲
水
）
の
悟
境
が

円
熟
し
た
と
師
家
が
認
可
し
た
と
き
に
師
家
か
ら
与
え
ら
れ
る
証

明
）
を
受
け
た
の
ち
、
諸
国
修
行
の
行
脚
の
旅
に
出
て
、
仰

き
ょ
う
ざ
ん
え
じ
ゃ
く

山
慧
寂

（
八
〇
七
～
八
八
三
。
潙
山
霊
祐
の
法
嗣
。
師
・
潙
山
と
共
に
潙
仰

宗
の
開
祖
で
、
小
釈
迦
と
あ
だ
名
さ
れ
た
ほ
ど
の
名
僧
）
の
も
と
を

訪
ね
た
と
き
の
問
答
（
挨
拶
）
で
あ
る
。

　

禅
門
に
お
け
る
師
家
と
修
行
者
（
雲
水
）
の
見
事
な
出
会
い
と
、

そ
の
問
答
商
量
の
臨
機
応
変
で
活
撥
撥
地
（
魚
が
ピ
チ
ピ
チ
と
飛
び

跳
ね
る
さ
ま
）、
両
者
の
自
由
軽
妙
な
呼
吸
を
味
わ
う
た
め
に
、
本

則
部
分
の
み
以
下
に
現
代
文
で
簡
略
に
示
し
て
み
た
い
。
両
者
の
初

対
面
の
挨
拶
が
す
で
に
法
戦
の
始
ま
り
で
あ
る
。

仰
山
「
お
前
さ
ん
、
名
は
何
と
い
う
。」

三
聖
「
慧
寂
で
す
。」

仰
山
「
そ
れ
は
わ
し
の
名
じ
ゃ
な
い
か
。」

三
聖
「
あ
、
そ
う
で
し
た
な
。
わ
た
し
の
名
は
慧
然
で
し
た
。」

仰
山
は
カ
ラ
カ
ラ
と
笑
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
ら
の
師
・
大
燈
国
師
は
短
評
（
著
語
）

を
加
え
ら
れ
た
。

　
「
こ
ら
、い
つ
ま
で
笑
っ
て
る
の
だ
。
い
い
加
減
に
せ
ん
か
い
。」

と
。

　

「
汝な

ん
じ、
名
は
什な

麽ん

ぞ
」（
お
前
さ
ん
、
名
は
何
と
い
う
）
は
、
い

わ
ば
禅
門
で
の
常
套
句
（「
什い

ず
れ麽
の
処
よ
り
来
た
る
」（
お
前
さ
ん
、

ど
こ
か
ら
お
越
し
か
ね
）
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
）
の
ひ
と
つ
。
額
面

通
り
の
生
後
に
与
え
ら
れ
た
「
実
名
」
を
尋
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
。

実
名
は
先
刻
承
知
の
上
で
、「
お
前
さ
ん
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
る

前
の
名
前
、
お
前
さ
ん
の
本
来
の
面
目
（
仏
性
）
は
何
と
い
う
名
前

か
、
と
聞
い
て
い
る
の
だ
」
の
意
。
禅
門
で
よ
く
言
わ
れ
る
「
父
母

未
生
以
前
の
本
来
の
面
目
」、
上
述
の
臨
済
義
玄
の
有
名
な
一
句
を

借
り
れ
ば
、「
赤

し
ゃ
く
に
く
だ
ん
じ
ょ
う

肉
団
上
の
一い
ち

無む

位い

の
真し
ん

人に
ん

」（
お
前
さ
ん
の
そ
の
赤
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い
肉
団
子
の
中
に
在
っ
て
、
五
感
を
通
し
て
い
つ
も
出
た
り
入
っ
た

り
し
て
働
い
て
い
る
、
そ
れ
、
そ
の
お
前
さ
ん
の
真ほ

ん

実も
の

の
自
己
、
ほ

ん
と
の
自
分
、
仏
性
）
は
何
か
、
と
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

そ
れ
に
応
え
て
慧
然
、
来
訪
者
で
あ
り
な
が
ら
相
手
の
主あ

る
じの
名
を

奪
い
取
っ
て
、
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
し
て

　

「
慧
寂
で
す
。」

と
。

　

初
対
面
の
挨
拶
が
は
じ
め
か
ら
法
戦
な
の
だ
。
抽
象
の
議
論
を
嫌

い
、
具
体
を
尊
ぶ
禅
の
真
骨
頂
が
丸
出
し
だ
。
本
来
の
面
目
が
質
問

の
本
旨
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
主
客
の
別
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が

な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
生
来
具
わ
っ
て
い
る
仏
性
（
人に

ん

々に
ん

本
具
の
面

目
）
の
点
で
は
同
じ
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
慧
然
は
相
手
の
主
の
名

を
奪
い
取
っ
て
、「
慧
寂
で
す
」
と
現
実
具
体
の
場
で
示
す
。
禅
は

ど
こ
ま
で
も
直ち

ょ
く
せ
つ截
的
、
直じ
き

示し

的
（
直
か
に
指
し
示
す
、deictic
）
だ
。

決
し
て「
本
具
の
仏
性
は
あ
な
た
も
私
も
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

な
ど
ど
、
抽
象
的
な
理
屈
を
並
べ
な
い
。

「
そ
れ
は
わ
し
の
名
で
は
な
い
か
」
と
の
主
・
慧
寂
の
反
撃
に
、

「
そ
う
で
し
た
な
。
失
念
し
て
お
り
ま
し
た
。
わ
た
し
の
名
は
慧

然
で
し
た
な
」

と
、
来
訪
者
・
慧
然
は
こ
れ
ま
た
即
座
に
飄
々
と
具
体
で
対
応
す
る
。

　

仰
山
慧
寂
の
カ
ラ
カ
ラ
と
し
た
大
笑
い
は
、
そ
の
ま
ま
両
者
に
響

き
合
っ
て
三
聖
慧
然
の
呵
々
大
笑
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
こ
に
大
悟
徹

底
し
た
両
禅
匠
の
丸
出
し
の
自
由
闊
達
な
禅
境
の
披
瀝
が
あ
る
。
自

他
の
別
を
超
え
た
露
堂
々
（
丸
出
し
）
の
大
面
目
だ
。
両
禅
匠
が
祖

師
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
こ
に
虚
堂
智
愚
の
孫
弟
子
・
大
灯
国
師
が
割
り
込
ん

で
、
こ
の
両
禅
匠
に
一い

っ

槌つ
い

（
一
撃
）
を
加
え
る
。

「
こ
ら
�　

い
つ
ま
で
笑
っ
て
る
の
だ
�　

い
い
加
減
に
せ
ん
か

い
�
」

と
。

　

い
か
に
優
れ
た
境
地
（
禅
境
）
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
こ
に
留
ま
っ

て
い
て
は
そ
れ
も
ま
た
囚
わ
れ
だ
。
執
着
（
拘
束
）
だ
。
こ
こ
に

「
殺せ

つ

仏ぶ
つ

殺せ
っ

祖そ

」（
仏
祖
を
修
行
上
の
指
標
と
仰
ぎ
な
が
ら
も
、
そ
れ

に
囚
わ
れ
ず
、
自
ら
が
仏
（
の
境
地
）
と
な
り
祖
師
（
の
境
地
）
と

な
る
こ
と
。「
殺
」
と
は
、
そ
れ
に
「
成
り
切
る
」
こ
と（

（（
（

）
を
説
い

て
や
ま
な
い
露
堂
々
の
禅
が
あ
る
。
大
灯
国
師
の
著
語
は
、
こ
の
間

の
消
息
を
物
語
る
。そ
し
て
白
隠
も
ま
た
そ
れ
に
さ
ら
に
著
語
し
て
、

「
貴
ぶ
可
し
、
恐
る
可
し
」
と
国
師
の
一
槌
（
一
撃
）
を
賛
嘆
し
て

已
ま
な
い
。
禅
は
ど
こ
ま
で
も
停
滞
を
嫌
う
の
だ
。

　

こ
う
し
た
と
抽
象
と
具
体
、
否
定
と
肯
定
、
す
な
わ
ち
向

こ
う
じ
ょ
う
て
い

上
底

（
把は

じ
ゅ
う住
、
平
等
）
と
向こ
う

下げ

底て
い

（
放ほ
う
ぎ
ょ
う行、
差
別
）
と
の
間
の
自
由
な
交

替
と
翻
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
色
即
是
空　

空
即
是
色
」
の
世
界

に
他
な
ら
な
い
。
具
体
は
抽
象
に
裏
付
け
ら
れ
、
抽
象
は
具
体
と
し

て
現
実
世
界
に
現
在
す
る
。
煩
悩
即
菩
提
、
菩
提
即
煩
悩
、
生
死
は
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一
如
な
の
だ
。
一
体
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
自
由
な
翻
り
の
禅
境
は
人に

ん

々に
ん

（
人
そ
れ
ぞ
れ
、
各

自
）
の
苦
修
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
。
三さ

ん
し
ょ
う
え
ね
ん

聖
慧
然
の
「
我
が

名
は
慧
然
」
に
対
し
て
、
白
隠
が
「
雪
後
始
知
松
柏
操　

事
難
方
見

丈
夫
心
」
を
著
語
と
し
て
用
い
た
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ

の
ま
ま
慧
然
の
自
由
な
向こ

う

下げ

底て
い

（
放ほ
う
ぎ
ょ
う行、
差
別
）
へ
の
翻
り
に
対
す

る
賛
辞
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
で
、こ
の
同
じ
「
雪
後
始
知
松
柏
操　

事
難
方
見
丈
夫
心
」

の
一
句
も
ま
た
、『
虚
堂
録
』
と
『
槐
安
国
語
』
の
異
な
る
コ
ン
テ

キ
ス
ト
の
中
で
、
自
由
な
翻
り
（
用
い
ら
れ
方
）
を
み
せ
て
い
る
こ

と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

五　

向
上
底
（
把は
じ
ゅ
う住
、
平
等
）
と
向
下
底
（
放ほ
う
ぎ
ょ
う行、
差
別
）

　

こ
こ
で
本
題
か
ら
少
し
逸そ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
般
に
馴
染
み

の
薄
い
向
上
底
、
向
下
底
と
い
っ
た
禅
語
に
つ
い
て
、
そ
の
理
解
の

一
助
の
た
め
に
記
号
論
お
よ
び
言
語
学
の
知
見
を
借
り
て
、
参
考
の

た
め
に
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
分
野
で
はtype

とtoken

の
二
分
法
が
と
き
に
云
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
用
語
は
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
・
論
理
学

者
で
記
号
学
（sem

iotics

）
の
創
始
者
で
あ
っ
たCharles 

Sanders Peirce

（
一
八
三
九
～
一
九
一
四
）
が
彼
のCollected 

Papers

（H
arvard U

niversity Press,

一
九
三
三
）4.537

の
な
か
で

規
定
し
て
い
る
も
の
で
、token

は
時
間
と
空
間
に
制
限
さ
れ
た
時

空
軸
の
現
実
世
界
の
な
か
で
具
体
的
に
生
起
す
る
物
理
的
な
個
物
・

事
象
を
指
し
、
一
方type

は
、
そ
のtoken

の
も
つ
一
般
的
な
性
質

・
概
念
を
い
う
。
従
っ
てtype

は
時
・
空
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
な

い
抽
象
物
で
あ
る
。

　

例
え
ば
「reference

と
い
う
単
語
の
中
に
は
い
く
つ
の
文
字

（letter

）
が
あ
り
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、「
九
つ
」
と
も
「
五

つ
」
と
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
一
つ
一
つ
の
文
字
を
具

体
的
に
数
え
た
数
字
で
あ
り
、
後
者
は
文
字
の
種
類
と
し
て
数
え
た

数
字
で
あ
る
。「
九
つ
」
はletter-token

と
し
て
答
え
た
も
の
で
あ

り
、「
五
つ
」
はletter-type

と
し
て
の
答
え
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
水
や
雲
・
霧
・
雨
・
あ
ら
れ
・
雪
・
み
ぞ
れ
…
と
い

っ
た
自
然
現
象
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
は
す
べ
て

H
2 O

（type

）
と
い
う
性
質
が
現
実
世
界
の
な
か
で
具
現
化
し
た
事

象
（token

）
だ
か
ら
で
あ
る
。T

oken 

はtype

の
具
体
的
な
例
証

で
あ
り
、type

はtoken

を
規
定
す
る
性
質
で
あ
る
。

　

前
節
の
仰き

ょ
う
ざ
ん
え
じ
ゃ
く

山
慧
寂
と
三さ
ん
し
ょ
う
え
ね
ん

聖
慧
然
の
問
答
も
、
実
は
こ
う
し
た
消
息

を
物
語
っ
て
い
る
。
仏
性
（type

）
の
具
現
体
（token

）
と
し
て

の「
汝
」（
個
々
人
）が
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
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六　

芳
洲
の
思
想
性

　

と
こ
ろ
で
、
宮
崎
道
生
氏
は
、
坂
本
太
郎
・
神
田
喜
一
郎
監
修
『
先

哲
遺
墨
』
上
（
淡
交
社
、一
九
八
五
）
の
な
か
で
、芳
洲
を
評
し
て
「
そ

の
人
物
性
格
は
狷
介
不
覊
で
（
新
井
）
白
石
同
様
、
圭
角
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
反
面
、
芳
洲
の
思
想
に
つ
い
て
は
、

・
・
・
芳
洲
の
学
問
は
勿
論
朱
子
学
が
中
心
で
あ
る
が
、
仏
老

を
も
認
め
孔
子
と
併
せ
て「
三
聖
一
致
」を
主
張
し
て
い
る（『
橘

窓
茶
話
』）。『
多
波
礼
草
』
は
そ
の
識
見
の
高
さ
を
示
す
し
、

国
典
に
通
じ
和
歌
を
尊
重
し
た
点
は
（
室
）
鳩
巣
に
似
る
。（
傍

線
筆
者（

（（
（

）

と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、拙
著
『
雨
森
芳
洲
と
玄
徳
潤
』（
明
石
書
店
、

二
〇
〇
八
）
第
３
章
「
芳
洲
の
僧
形
と
還
俗---

芳
洲
の
思
想
的
背
景

を
め
ぐ
っ
て
」
の
な
か
で
も
論
じ
て
き
た
が
、
芳
洲
最
晩
年
の
八
五

歳
の
と
き
の
書　

　
　

天
惟
一
道　

理
無
二
致　

立
教
有
異　

自
修
不
一

　
を
見
れ
ば
歴
然
と
し
て
い
る（

（（
（

。

　

事
実
、
こ
の
書
に
先
立
つ
五
年
前
に
著
わ
さ
れ
た
芳
洲
八
〇
歳
の

漢
文
に
よ
る
随
筆
集
『
橘
牕
茶
話
』
の
中
に
も
、
こ
の
句
は
随
所
に

散
見
さ
れ
、
上
巻
の
な
か
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
次
の
よ
う
に
説
明
が

施
さ
れ
て
い
る
。

老
聃
者
虚
無
之
聖
者
也　

釈
迦
者
慈
悲
之
聖
者
也　

孔
子
者
聖

之
聖
者
也

三
聖
人
之
言
形
而
上
也　

不
謀
而
同　

蓋
天
唯
一
道　

理
無
二

致
故
也　

其
言
形
而
下
也　

則
差
矣

（
老ろ

う

聃た
ん

（
老
子
の
追
号　

諡
お
く
り
な）
は
虚
無
の
聖ひ
じ
りな
る
者
な
り
。
釈

迦
は
慈
悲
の
聖ひ

じ
りな
る
者
な
り
。
孔
子
は
聖ひ
じ
りの
聖ひ
じ
りな
る
者
な
り
。

三
聖
人
の
形
よ
り
し
て
上
を
言
ふ
や　

謀
ら
ず
し
て
同
じ
。
蓋け

だ

し
天
唯た
だ

一
道　

理
二
致
な
き
が
故
な
り
。
其そ

れ
形
よ
り
し
て
下

を
言
ふ
や　

則
す
な
わ
ちち
差た
が

へ
り（

（（
（

。）

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
晩
年
の
芳
洲
に
と
っ
て
少
し
は
精
神
的

に
解
放
さ
れ
、
自
由
を
得
た
時
期
に
当
た
る
。
長
男
・
顕
之
允じ
ょ
う（

一

六
九
八
～
一
七
三
九
。
号
・
鵬
海
）
は
す
で
に
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

四
月
に
亡
く
な
っ
て
は
い
た
が
、延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
は
『
橘

聰
茶
話
』
も
書
き
上
げ
、
翌
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
三
月
一
三
日

に
は
八
一
歳
に
し
て
漸
く
宿
願
の
隠
居
願
い
出
が
許
さ
れ
、
嫡
孫
・
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連
に
家
業
人
と
し
て
の
家
督
も
譲
っ
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
千
遍

読
み
と
、
自
ら
も
和
歌
一
万
首
の
詠
草
を
志
し
、
ほ
ぼ
二
年
を
か
け

て
千
遍
読
み
を
果
た
し
た
時
期
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

ま
た
、
芳
洲
の
仏
教
理
解
に
つ
い
て
は
、
芳
洲
の
門
下
に
学
ん
だ

と
い
う
京
都
・
相
国
寺
の
二
人
の
僧
、
釈
岱
と
釈
琳
が
、
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）、
芳
洲
の
口
授
（
直
接
語
っ
て
伝
授
す
る
）
し
た
と

こ
ろ
を
筆
録
し
た
と
い
う
『
芳
洲
先
生
口
授
』（
安
中
造
士
館
蔵
板
、

嘉
永
元
戊
申
（
一
八
四
八
）
九
月
）
に
詳
し
い
。
そ
の
中
で
、
芳
洲

は
二
人
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

芳
洲
大
居
士
云
。
本
如
来
蔵
。
是
箇
不
生
不
滅
之
理
。
是
為
如

如
。
又
為
涅
槃
。
仏
与
衆
生
。
同
具
其
理
。
四
大
仮
合
。
六
根

具
焉
。
如
如
之
理
。
流
注
於
心
而
出
。
不
為
意
識
所
染
者
。
為

菩
提
心
。
円
明
清
浄
。
真
也
。
正
也
。（
下
略（

（（
（

）

　

如
如
は
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
の
姿
。
四
大
は
古
来
万
物
を
構
成
す

る
と
考
え
ら
れ
た
地
・
水
・
火
・
風
の
四
元
素
。
従
っ
て
四
大
仮け

合ご
う

と
は
、
一
切
の
存
在
は
因
縁
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
元
素
が
仮
に
和
合

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
六
根
は
修
験
者
が
金
剛
杖
を
持
っ

て
「
六
根
清
浄
」
と
唱
え
な
が
ら
修
行
す
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
眼げ

ん

・
耳に

・
鼻び

・
舌ぜ
つ

・
身し
ん

・
意い

（
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚

・
触
覚
・
意
識
す
る
器
官
と
し
て
の
心
）
の
六
つ
の
認
識
器
官
（
根
）

を
指
し
、
そ
の
六
根
が
煩
悩
（
執
着
す
る
心
の
働
き
）
に
よ
っ
て
曇

ら
さ
れ
な
い
こ
と
を
誓
う
も
の
。
五
感
の
感
覚
器
官
に
加
え
て
、
認

識
し
思
惟
す
る
知
覚
器
官
と
し
て
の
心
（
意
識
）
を
意
根
と
し
て
、

「
意
識
の
染
む
所（
二
元
相
対
的
認
識
）を
な
さ
ざ
れ
ば
菩
提
心（
悟

り
の
心
）
た
り
」
と
し
て
、
一
切
の
存
在
に
は
本
来
実
体
は
な
く
、

仮け

和
合
（
因
縁
に
よ
っ
て
成
立
す
る
）
に
よ
っ
て
一
時
的
に
そ
こ
に

呈
さ
れ
て
い
る
一
様
相
に
す
ぎ
な
い
と
の
自
覚
に
立
ち
、
一
切
の
執

着
を
離
れ
て
六
根
が
清
浄
に
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
間
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
具
え
て
い
る
仏
性
（
如
来
）
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
、
悟

り
（
涅
槃
）
に
至
る
と
す
る
。

　

従
っ
て
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
日
本
の
臨

済
禅
の
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
白
隠
禅
師
の
『
坐
禅
和
讃
』（
全
一
巻
）

を
彷
彿
さ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
坐
禅
和
讃
』
は
全
文
二

二
行
、
四
四
句
か
ら
成
る
禅
宗
の
宗
要
（
エ
ッ
セ
ン
ス
）
を
平
明
に

説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
ら
に
次
の
四
句
に
凝
縮
さ
れ
る

と
い
わ
れ
る
。

衆
生
本
来
仏
な
り
。（
第
一
句
）

直
に
自
性
を
証
す
れ
ば
。（
第
三
〇
句
）

当
処
即
ち
蓮
華
国
。（
第
四
三
句
）

此
の
身
即
ち
仏
な
り
。（
第
四
四
句
）
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こ
こ
に
詠
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
生
仏
一
如
の
理
（
迷
い

の
中
の
衆
生
も
、
悟
り
の
仏
（
覚
者
）
も
、
そ
の
本
性
に
変
わ
り
は

な
い
）
で
あ
り
、
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
と
い
う
「
不
生
不
滅
」

の
仏
教
の
真
理
に
他
な
ら
な
い
。さ
ら
に
一
言
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、

正
徳
辛
卯
信
使
（
一
七
一
一
）
の
正
使
・
趙
泰
億
（
平
泉
）
の
次
の

詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
芳
洲
の
名
が
朝
鮮
の
仏
門
に
も
聞
こ
え
て

い
た
と
い
う
事
実
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
　

次
謝
芳
洲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
泉

空
門
有
友
説
君
名　

千
里
相
尋
鷁
路
平　

自
是
仙
山
存
宿
債　

秋
風
携
手
訪
蓬
瀛

山
人
妙
察
、
与
余
有
支
［
友
］
許
之
契
。
毎
誦
盛
名
不
已
。

故
首
句
及
之
。
辛
卯
孟
秋（

（（
（

。

【
大
意
】
心
を
許
し
た
（
友
許
之
契
）
仏
門
（
空
門
）
の
友
・
妙

察
は
、
日
頃
か
ら
あ
な
た
（
芳
洲
）
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
。

私
は
い
ま
遥
々
千
里
の
海
原
を
訪
ね
て
日
本
に
や
っ
て
き
た

が
、
幸
い
今
日
は　

海
路
（
鷁
路
）
も
穏
や
か
だ
。
そ
ん
な
訳

で
日
本
（
仙
山
）
に
は
か
ね
て
か
ら
宿
縁
（
宿
債
）
が
あ
り
、

一
度
は
訪
ね
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
。
さ
あ
、
秋
風

と
と
も
に
こ
の
蓬
瀛
（
蓬
萊
と
瀛
州
。
方
丈
と
合
わ
せ
て
海
中

の
三
神
山　

す
な
わ
ち
日
本
）
の
国
・
日
本
を
訪
ね
よ
う
。

　

趙
泰
億
は
、
す
で
に
渡
日
前
か
ら
、
彼
の
親
し
い
仏
門
に
あ
る
友
・

妙
察
を
介
し
て
芳
洲
と
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

木
下
順
庵
の
も
と
で
朱
子
学
を
学
び
、
そ
の
生
涯
を
家
業
人
と
し

て
儒
学
を
も
っ
て
対
馬
藩
に
仕
え
た
芳
洲
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
思
想

の
基
層
に
は
、
標
榜
す
る
朱
子
学
の
傍
ら
、
上
述
の
よ
う
に
道
教
、

仏
教
、
な
か
ん
ず
く
禅
が
伏
流
水
の
よ
う
に
流
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

晩
年
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
ら
三
教
の
別
を
超
え
て
、「
三
聖
一
致
」

の
「
天
惟
一
道　

理
無
二
致　

立
教
有
異　

自
修
不
一
」
と
い
う
、

陽
だ
ま
り
に
も
似
た
境
地
を
悠
々
と
歩
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

む
す
び
に

　

最
晩
年
八
五
歳
に
達
し
た
芳
洲
の
こ
う
し
た
境
地
は
、
す
で
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、『
槐
安
国
語
』
第
十
一
則　

仰
聖
問
答
中
、
三
聖

慧
然
の
「
聖
云
く
、
我
が
名
は
慧え

然ね
ん

〔
雪
後
始
め
て
知
る
松し
ょ
う
は
く柏
の

操み
さ
お、
事こ
と

難か
た

う
し
て
方ま
さ

に
見あ
ら
わる
丈じ
ょ
う
ぶ夫
の
心し
ん

〕」
の
境
地
に
近
い
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
す
る
著
語
と
し
て
白
隠
が
用
い
た
、こ
の
同
じ
禅
句「
雪

後
始
知
松
柏
操　

事
難
方
見
丈
夫
心
」
を
、
八
五
歳
の
芳
洲
が
、
い

ま
改
め
て
書
に
し
た
た
め
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
書
を
わ
れ
わ
れ
の

前
に
開
示
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
一
度
立
っ
て
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み
た
い
と
い
う
、
叶
わ
ぬ
夢
を
心
に
抱
き
な
が
ら
、
一
先
ず
こ
の
稿

を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

�

（
の
ぶ
は
ら 

お
さ
む 

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

　

【
付
記
】
こ
の
稿
を
草
す
る
に
当
た
り
、
い
ま
は
亡
き
お
二
方
の

老
大
師
、
故
忘
路
庵
・
岡
田
煕
道
老
師
（
一
九
〇
二
～
一
九
八
八
。

岡
山
県
総
社
市
井
山
宝
福
寺
住
持
、
の
ち
第
三
〇
二
世
東
福
寺
派
管

長
）、お
よ
び
故
更
幽
軒
・
福
島
慶
道
老
師
（
一
九
三
三
～
二
〇
一
一
。

第
三
〇
三
世
東
福
寺
派
管
長
）
に
対
し
、
深
甚
な
る
謝
恩
の
誠
を
捧

げ
た
い
。

　

岡
田
老
師
は
筆
者
の
青
春
時
代
、
郷
里
で
の
五
年
間
の
病
臥
生
活

の
の
ち
駆
け
込
ん
だ
井
山
宝
福
寺
で
、
筆
者
の
縋
る
思
い
に
対
し
、

一
服
の
お
点
前
と
、常
に
た
だ
一
句「
随
所
に
主
と
な
れ
」（
実
は『
臨

済
録
』
示
衆
中
の
「
儞な

ん
じ、
且し
ば
らく
随
所
に
主
と
な
ら
ば　

立
処
皆
真
な

り
（
儞
且
随
所
作
主　

立
処
皆
真
）」
の
一
句
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
は
、
随
分
後
の
こ
と
で
あ
る
）
を
も
っ
て
、
厳
し
く
、
そ
し

て
恬
然
と
接
し
て
下
さ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
見
不
親
切
に
見
え

る
師
の
徹
悃
の
親
切
（
慈
悲
心
）
を
真
に
理
解
す
る
に
は
、
筆
者
に

は
な
お
多
く
の
歳
月
と
涙
が
必
要
だ
っ
た
。

　

ま
た
福
島
老
師
に
は
、
筆
者
の
在
職
中
、
東
福
僧
堂
の
夏
・
冬
そ

れ
ぞ
れ
の
夏げ

に
お
け
る
『
碧
巌
録
』
や
『
趙
州
録
』
な
ど
の
ご
提
唱

の
末
席
に
、
時
に
応
じ
て
加
わ
ら
せ
て
頂
く
と
い
う
筆
者
の
勤
務
上

の
我
侭
を
お
赦
し
下
さ
り
、
親
し
く
ご
指
導
を
賜
わ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
体
験
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
稿
を
起
こ
す
こ
と
な
ど
到
底

思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
し
て
や
「
こ
と
ば
に
頼
る

な
」
と
い
う
両
老
大
師
か
ら
の
徹
悃
の
一
喝
を
常
に
心
に
聴
き
な
が

ら
草
し
た
拙
稿
で
あ
る
。
従
っ
て
、
筆
者
の
理
解
の
い
ま
な
お
至
ら

な
い
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
諸
賢
の
ご
批
正
を
心

か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
中
の
歴
史
的
事
実
に
関
し
て
は
、
駒
沢
大
学
禅
学
大

辞
典
編
纂
所
編
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
）

を
随
時
参
照
し
た
。

註
（
１
）	

同
展
図
録
、『
第
一
回
特
別
展
「
朝
鮮
通
信
使
と
民
画
屏
風---

辛

基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」（
二
〇
〇
一
）
三
三
頁
。

　

（
２
）	

宗
家
文
書
『
大
古
御
馬
廻
御
奉
公
帳　

与
頭
方
』、「
詞
稽
古
之
者

仕
立
記
録
」（『
芳
洲
外
交
関
係
資
料
・
書
翰
集
』（
雨
森
芳
洲
全

書　

三
）、
拙
稿
「『
こ
と
ば
』
と
『
こ
こ
ろ
』
の
体
現
者---

雨

森
芳
洲
（
一
）」（『
朝
鮮
通
信
使
部
会
報
』
第
一
四
号
、二
〇
一
一
）

等
参
照
。

　

（
３
）	

同
展
図
録
、『
特
別
展
「
雨
森
芳
洲
と
朝
鮮
通
信
使
」』（
二
〇
〇
九
）

二
七
頁
お
よ
び
四
三
頁
。

　

（
４
）	
禅
で
は
い
わ
ゆ
る
著
作
権
侵
害
に
当
た
る
「
剽
窃
」
は
あ
り
え
な

い
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
南
宋
・
無む

門も
ん

慧え

開か
い

の
撰
述
し
た
公
案
集

『
無
門
関
』（
一
二
二
九
）
中
、
第
三
七
則
「
庭
前
柏
樹
」
の
慧
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開
の
頌
「
言
無
展
事　

語
不
投
機　

承
言
者
喪　

滞
句
者
迷
」
は
、

洞
山
守
初
の
上
堂
語
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
表
面
上
は
借
用
（
剽
窃
）
で
あ
っ
て
も
、
慧
開
が
そ
れ
を
自
ら

の
自
己
体
験
に
基
づ
く
彼
自
身
の
真
理
の
自
覚
底
（
平
等
底
）
の

こ
と
ば
（
彼
の
把
捉
し
た
真
理
）
と
し
て
発
し
用
い
る
限
り
、
そ

れ
は
最
早
洞
山
守
初
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、
無
門
慧
開
自
身
の
こ

と
ば
（
差
別
底
）
に
な
り
切
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
一
回
挙こ

す
れ
ば
一
回
新
た
な
り
」（
元
東
福
寺
管
長
、
故
・
福
島
慶
道
老
師
）

で
あ
り
、「
真
実
は
言
語
表
現
を
創
り
出
す
が
、
創
ら
れ
た
る
言

語
は
真
実
の
ぬ
け
が
ら
に
過
ぎ
ぬ
」（
元
南
禅
寺
管
長
、
故
・
柴

山
全
慶
『
訓
註
無
門
関
』（
其
中
堂
、
一
九
八
二
）
九
七
頁
）
か

ら
で
あ
る
。

（
拙
稿
「
禅
と
こ
と
ば
の
間---

乖
離
と
接
近
」（
原
文
英
語
。『
同

志
社
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
巻
（
二
〇
〇
四
）

参
照
）

　

（
５
）	

こ
れ
に
は
芳
洲
の
書
の
二
年
前
、『
虚
堂
和
尚
頌
古
評
唱
折
中
録
』

（
一
七
〇
四
、
宝
永
元
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
時
系

列
的
に
み
て
少
し
は
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

（
６
）	「
天
下
之
言
道
者
、
発
諸
口
而
入
之
弟
子
之
耳
。
弟
子
得
諸
耳
而

又
入
之
其
弟
子
之
耳
。
口
耳
相
伝
而
心
無
与
焉
。
何
益
。
故
曰
、

教
之
以
言
、不
如
教
之
以
身
。」（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
「
日

中
文
化
交
流
の
研
究
」
歴
史
班
編
『
芳
洲
文
集
』（
雨
森
芳
洲
全

書　

二
）（
関
西
大
学
出
版
・
広
報
部
、
一
九
八
〇
）
一
三
七
頁
。）

　

（
７
）	「
小
人
之
学
也
。
入
乎
耳
。
出
乎
口
。
口
耳
之
間
。
則
四
寸
耳
。

曷
足
以
美
七
尺
之
躯
哉
。
古
之
学
者
為
己
。
今
之
学
者
為
人
。
君

子
之
学
也
。
以
美
其
身
。
小
人
之
学
也
。
以
為
禽
犢
。」（『
荀
子

全
書
』（
平
安
書
林
））。
な
お
、
孔
子
に
つ
い
て
は
『
論
語
』
憲

問
第
十
四
参
照
。

　

（
８
）	

宗
家
文
書
『
元
禄
元
戊
辰
年
ゟ
正
徳
五
乙
未
年
迄　

立
身
・
加
増

・
新
規
被
召
出
・
帰
参　

三
冊
之
内
二
番
』
己
巳
四
月
十
四
日
条
、

お
よ
び
拙
著
『
雨
森
芳
洲
と
玄
徳
潤
』
二
一
八
～
九
頁
参
照
。

　

（
９
）	『
虚
堂
和
尚
語
録
』（
虚
堂
録
）
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
所
蔵
。

　

（
10
）	

飯
田

隠
『
槐
安
国
語
提
唱
録
』（
其
中
堂
、
一
九
七
一
）。

　

（
11
）	

前
掲
書『
槐
安
国
語
提
唱
録
』五
一
七
～
八
頁
。
傍
線
筆
者
。
な
お
、

白
隠
の
著
語
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
筆
者
に
お
い
て
適
宜
選
択
し

た
場
合
も
あ
る
。

　

（
12
）	

赤
し
ゃ
く
に
く
だ
ん
じ
ょ
う

肉
団
上
に
一い
ち

無む

位い

の
真し
ん

人に
ん

あ
り
。
常
に
汝
ら
諸し
ょ

人に
ん

の
面め
ん

門も
ん

よ
り

出し
ゅ
つ
に
ゅ
う

入
す
。
未い
ま

だ
証し
ょ
う
こ拠
せ
ざ
る
者
は
看み

よ
看み

よ
。（「
赤
肉
団
上
有
一

無
位
真
人
。
常
従
汝
等
諸
人
面
門
出
入
。
未
証
拠
者
、看
看
。」（『
臨

済
録
』
上
堂
）（
朝
比
奈
宗
源
訳
註
『
臨
済
録
』（
岩
波
文
庫
、
一

九
八
六
）
二
八
頁
。）

　

（
13
）	

裏う
ち

に
向
か
い
外
に
向
か
っ
て
、
逢ほ
う
じ
ゃ
く著せ
ば
便す
な
わち
殺
せ
。
仏
に
逢
う

て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
う
て
は
祖
を
殺
し
、
羅
漢
に
逢
う
て
は

羅
漢
を
殺
し
、
父
母
に
逢
う
て
は
父
母
を
殺
し
、
親し
ん

眷け
ん

に
逢
う
て

は
親
眷
を
殺
し
て
、
始
め
て
解げ

脱だ
つ

を
得
ん
。（「
向
裏
向
外
、
逢
著

便
殺
。
逢
仏
殺
仏
、逢
祖
殺
祖
、逢
羅
漢
殺
羅
漢
、逢
父
母
殺
父
母
、

逢
親
眷
殺
親
眷
、
始
得
解
脱
。」『
臨
済
録
』
示
衆
）（
前
掲
書
『
臨

済
録
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
）
八
八
頁
。）
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こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
を
惹
く
の
は
、
芳
洲
が
彼
の
漢
文
に
よ

る
随
筆
集
『
橘
牕
茶
話
』
巻
上
（
前
掲
書
『
芳
洲
文
集
』（
芳
洲

全
書
二
）
一
三
四
頁
）
の
な
か
の
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

　
　

曰
。
荘
子
之
貶
剝
老
子
。
乃
禅
家
之
罵
仏
呵
祖
也
。

す
わ
な
ち
、
荘
子
が
老
子
を
一
見
け
な
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

の
は
「
殺
仏
殺
祖
」
と
同
一
の
態
度
だ
と
評
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
道
教
と
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗
と
が
「
抑よ
く
げ
の
た
く
じ
ょ
う

下
托
上
）（
表

面
上
、
一
見
け
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
ほ
め
て

い
る
こ
と
）
の
一
点
に
お
い
て
共
通
だ
と
す
る
芳
洲
の
深
い
禅
宗

理
解
を
示
し
て
い
る
。

　

（
14
）	

坂
本
太
郎
・
神
田
喜
一
郎
監
修
『
先
哲
遺
墨
』
上
（
淡
交
社
、
一

九
八
五
）
二
六
七
頁
。

　

（
15
）	

中
神
良
太
氏
所
蔵
。
高
月
町
立
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
編『
生

誕
三
二
〇
年
記
念
特
別
展　

雨
森
芳
洲
墨
蹟
展
』（
改
訂
版
、
一

九
九
二
）
二
一
頁
所
載
。

　

（
16
）	

前
掲
書
『
芳
洲
文
集
』（
関
西
大
学
出
版
・
広
報
部
、
一
九
八
〇
）

一
三
四
頁
。

　

（
17
）	

宗
家
文
書
『
大
古
御
馬
廻
御
奉
公
帳　

六
冊
之
内　

与
頭
方
』、

嵯
峨
天
竜
寺
の
亶
蔵
主
（
の
ち
の
松
翁
長
老
）
お
よ
び
三
秀
院
老

大
和
尚
（
翠
巌
長
老
）
宛
て
芳
洲
書
翰
（
伴
高
蹊
・
三
熊
花
顚
・

宗
政
五
十
緒
校
注
『
近
世
畸
人
伝
・
続
近
世
畸
人
伝
』（
東
洋
文

庫
２
０
２
）（
平
凡
社
、一
九
八
一
））
四
〇
一
～
五
頁
所
収
）、『
芳

洲
詠
草
』
巻
四
（
芳
洲
会
所
蔵
）
等
参
照
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
平
安
も
長
く
は
続
か
ず
、
六
年
後
の
宝
暦

四
年
（
一
七
五
四
）
一
二
月
に
は
次
男
・
松
浦
賛
治
（
徳
之
允じ
ょ
う）

が
閉
門
を
命
じ
ら
れ
、
知
行
没
収
と
な
っ
た
。
芳
洲
の
死
は
そ
の

翌
年
の
こ
と
で
あ
る
（
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
一
月
六
日
）。

　

（
18
）	『
芳
洲
口
授
』（
板
倉
勝
明
編
「
甘
雨
亭
叢
書
」
第
三
集
八
）
廿
二

丁
ウ
。
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

　

（
19
）	

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
「
日
中
文
化
交
流
の
研
究
」
歴
史
班

編
『
縞
紵
風
雅
集
』（
雨
森
芳
洲
全
書　

一
）
巻
之
十
四
、
二
三

三
頁

※
（
編
集
部
）
本
論
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
事
務
局
へ
投
稿
し
た

後
、
著
書
『
雨
森
芳
洲
―
朝
鮮
学
の
展
開
と
禅
思
想
』（
明
石
書
店
）

の
第
３
章
と
し
て
一
部
加
筆
し
て
公
刊
さ
れ
ま
し
た
（
二
〇
一
五
年

七
月
）。
本
誌
の
刊
行
の
遅
れ
に
よ
り
、
順
序
が
逆
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。


